
(57)【要約】
【課題】全身倦怠感、目の疲れ、肩こり、手足のしびれ感といった現代型の肉体疲労・精
神疲労に有効で、かつ安全な滋養強壮剤を提供する。
【解決手段】ユビキノン及び紅参を含有することを特徴とする滋養強壮剤。または、ユビ
キノン１質量部に対して紅参２．５質量部以上を含有することを特徴とする滋養強壮剤。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ビ キ ノ ン 及 び 紅 参 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 滋 養 強 壮 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ユ ビ キ ノ ン １ 質 量 部 に 対 し 、 紅 参 を 原 生 薬 に 換 算 し て ２ ． ５ 質 量 部 以 上 含 有 す る こ と を
特 徴 と す る 滋 養 強 壮 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 滋 養 強 壮 剤 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は ユ ビ キ ノ ン を 含 有 す る 滋 養 強 壮 剤 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ユ ビ キ ノ ン は 、 生 物 ミ ト コ ン ド リ ア 内 の チ ト ク ロ ム 電 子 伝 達 系 に お け る エ ネ ル ギ ー 代 謝
に 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 酸 化 的 リ ン 酸 化 を 促 進 す る 作 用 を 有 す る こ と 、 低 酸 素 条 件 下 で 酸
素 利 用 効 率 を 改 善 し 、 Ａ Ｔ Ｐ （ ア デ ノ シ ン 三 リ ン 酸 ） 産 生 効 率 を 高 め る こ と が 知 ら れ て い
る 。 ま た 、 臨 床 的 に は 狭 心 症 、 心 不 全 、 虚 血 性 心 疾 患 、 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 症 状 改 善 に 対
す る 薬 理 作 用 が 認 め ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 滋 養 強 壮 生 薬 が 血 流 改 善 作 用 、 抗 血 栓 作 用 、 強 心 作 用 、 心 血 流 量 増 大 作 用 、 抗 疲
労 作 用 等 を 有 す る こ と が 広 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 ユ ビ キ ノ ン と 滋 養 強 壮 生 薬 と を 組 み 合 わ せ 、 従 来 の も の よ り 有 効 か つ 安 全 な 滋
養 強 壮 剤 が 開 発 さ れ た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で は 、 滋 養 強 壮 生 薬 と し て 単 に 人 参 が 挙 げ ら れ て い る が 、 こ れ は 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン
（ Panax ginseng C.A. Meyer） の 根 を 指 し て い る 。 し か し 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン は 、 調 製 法 の
違 い に よ り 白 参 、 生 干 人 参 、 紅 参 な ど に 分 類 さ れ 、 紅 参 は 、 白 参 や 生 干 人 参 と は 含 有 成 分
組 成 や 薬 理 作 用 が 異 な る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ７ ８ ０ ０ ２ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 片 桐 　 敬 　 著 「 基 礎 と 臨 床 　 第 ３ ０ 巻 」 １ ５ ５ ９ 頁 、 １ ９ ９ ６ 年
【 非 特 許 文 献 ２ 】 第 １ ４ 改 正 　 日 本 薬 局 方 解 説 書 、 廣 川 書 店 、 ２ ０ ０ １ 年 、 ｐ ． Ｄ － ３ ６
３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 オ フ ィ ス の Ｏ Ａ 化 が 進 展 し 、 様 々 な ス ト レ ス に 晒 さ れ る 現 代 人 に と っ て 、 全 身 倦 怠 感 、
目 の 疲 れ 、 肩 こ り 、 手 足 の し び れ 感 と い っ た 現 代 型 の 肉 体 疲 労 ・ 精 神 疲 労 は 深 刻 な 社 会 問
題 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 こ う し た 現 代 型 の 肉 体 疲 労 ・ 精 神 疲 労 に 有 効 で 、 か つ 安 全 な 滋 養 強 壮 剤 を
提 供 す る こ と は 今 な お 大 き な 課 題 と し て 存 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 記 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 各 種 滋 養 強 壮 生 薬 の 中 で も 人
参 、 特 に 紅 参 を ユ ビ キ ノ ン と 組 み 合 わ せ て 配 合 し た 滋 養 強 壮 剤 が 、 生 体 内 に お け る エ ネ ル
ギ ー 産 生 を 高 め 、 血 行 を 促 進 し 、 現 代 型 肉 体 疲 労 の 改 善 に 極 め て 有 効 で あ る こ と を 見 出 し
た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 か か る 知 見 に 基 づ き 完 成 し た 本 発 明 の 一 つ の 態 様 は 、 ユ ビ キ ノ ン 及 び 紅 参 を 含 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 滋 養 強 壮 剤 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ り 、 全 身 倦 怠 感 、 目 の 疲 れ 、 肩 こ り 、 手 足 の し び れ 感 と い っ た 現 代 型 の 肉 体
疲 労 ・ 精 神 疲 労 に 有 効 で 、 か つ 安 全 な 滋 養 強 壮 剤 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 ユ ビ キ ノ ン １ 質 量 部 に 対 し 、 紅 参 を 原 生 薬 に 換 算 し て ２ ． ５ 質 量
部 以 上 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 滋 養 強 壮 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 「 ユ ビ キ ノ ン 」 は 、 生 物 体 に 広 く 存 在 す る キ ノ ン と し て 命 名 さ れ 、
ミ ト コ ン ド リ ア 内 の 電 子 伝 達 に 必 須 で あ っ た こ と か ら 、 Ｃ ｏ Ｑ １ ０ と も 称 さ れ る 。 Ｃ ｏ Ｑ
は ベ ン ゾ キ ノ ン 誘 導 体 （ 2,3-dimetoxy-5-methyl-6-polyprenyl-1,4-benzoquinone） で イ
ソ プ レ ン 単 位 が ｎ ＝ １ ～ １ ２ の も の が 天 然 に 存 在 し て い る こ と が 現 時 点 で は 明 ら か で あ り
、 高 等 動 物 で は Ｃ ｏ Ｑ １ ０ が 主 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 真 核 生 物 で は キ ノ ン 骨 格 は チ ロ シ ン 、 イ ソ プ レ ノ イ ド 鎖 は メ バ ロ ン 酸 、 他 の 側 鎖 は メ チ
オ ニ ン に 由 来 し 、 チ ロ シ ン と イ ソ ペ ン テ ニ ル ピ ロ リ ン 酸 か ら ユ ビ キ ノ ン ま で の 過 程 の 合 成
酵 素 群 は ミ ト コ ン ド リ ア 内 膜 系 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 「 紅 参 」 と は 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン （ Panax ginseng C.A. Meyer） の 根
を 蒸 し た も の で あ り 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン の 細 根 を 除 い た 根 又 は こ れ を 軽 く 湯 通 し し た も の （
白 参 、 生 干 人 参 、 御 種 人 参 ） と は 成 分 組 成 、 薬 理 作 用 が 異 な り 、 日 本 薬 局 方 に お い て も 区
別 さ れ て い る 。 　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 紅 参 の 一 般 的 な 薬 理 作 用 と し て は 、 血 流 改 善 作 用 、 心 血 流 量 増 大 作 用 、 血 液 凝 固 抑 制 作
用 、 抗 ト ロ ン ビ ン 作 用 、 血 小 板 凝 集 抑 制 作 用 、 血 栓 溶 解 作 用 、 抗 炎 症 作 用 、 抗 疲 労 作 用 、
抗 ス ト レ ス 作 用 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 紅 参 の 配 合 量 は 、 滋 養 強 壮 作 用 の 点 で 、 ユ ビ キ ノ ン １ 質 量 部 に 対 し 、 原 生 薬 に 換 算 し て
２ ． ５ 質 量 部 以 上 で あ り 、 ２ ． ５ ～ １ ０ ０ ０ 質 量 部 が 好 ま し く 、 ２ ． ５ ～ ６ ０ ０ 質 量 部 が
よ り 好 ま し く 、 ５ ～ ４ ０ ０ 質 量 部 が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ユ ビ キ ノ ン の 有 効 投 与 量 は 、 成 人 で １ 日 ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ で あ り 、 好 ま
し く は ２ ０ ～ ６ ０ ｍ ｇ で あ る 。 ま た 、 紅 参 の 有 効 投 与 量 は 、 原 生 薬 に 換 算 し 、 成 人 で １ 日
１ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ ｇ で あ り 、 好 ま し く は ５ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ｍ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ユ ビ キ ノ ン 含 有 滋 養 強 壮 剤 は 、 そ の ま ま あ る い は 必 要 に 応 じ て 他 の 公 知 の 添 加
剤 、 例 え ば 、 賦 形 剤 、 崩 壊 剤 、 結 合 剤 、 滑 沢 剤 、 抗 酸 化 剤 、 コ ー テ ィ ン グ 剤 、 着 色 剤 、 矯
味 矯 臭 剤 、 界 面 活 性 剤 、 可 塑 剤 な ど を 添 加 し て 常 法 に よ り 、 顆 粒 剤 、 散 剤 、 カ プ セ ル 剤 、
錠 剤 、 ド ラ イ シ ロ ッ プ 剤 、 液 剤 な ど の 経 口 製 剤 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 実 施 例 及 び 試 験 例 を 挙 げ 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 各 生 薬 は エ キ
ス と し て 配 合 し て お り 、 そ の 原 生 薬 換 算 量 を 括 弧 書 き で 併 記 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １
　 ユ ビ キ ノ ン                   　           　 　 　 ５ ０ 　 ｍ ｇ              
　 コ ウ ジ ン     　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ０   ｍ ｇ （ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ ）  
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　 タ ウ リ ン                           　   　 　 １ ５ ０ ０   ｍ ｇ              
　 ｄ ｌ － 塩 化 カ ル ニ チ ン                  　    　 　 ５ ０   ｍ ｇ              
　 ビ タ ミ ン Ａ                           　 　 　 ２ ０ ０ ０   ｍ ｇ              
　 ビ タ ミ ン Ｂ １                             　 　 　 ２ ０   ｍ ｇ              
　 ビ タ ミ ン Ｂ ２                            　  　 　 １ ２   ｍ ｇ              
  ビ タ ミ ン Ｂ ６                              　  　 　 ５   ｍ ｇ              
  ビ タ ミ ン Ｂ １ ２                             　 　 １ ０   ｍ ｇ              
  ビ タ ミ ン Ｃ                 　               　 　 ９ ０   ｍ ｇ              
  ビ タ ミ ン Ｅ                               　 　 　 １ ０   ｍ ｇ              
　 ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド                         　 　 　 ２ ０   ｍ ｇ              
　 パ ン ト テ ン 酸 カ ル シ ウ ム                   　 　   ３ ０   ｍ ｇ              
　 乳 糖 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ５ ０ ０   ｍ ｇ
  ト ウ モ ロ コ シ デ ン プ ン                   　 　   ２ ４ ５ 　 ｍ ｇ
　 メ タ ケ イ 酸 ア ル ミ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム         　 　   ３ ３ 　 ｍ ｇ
　 軽 質 無 水 ケ イ 酸                           　 　 　 ４ ０   ｍ ｇ
　 低 置 換 度 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス     　 　 　 ５ ０   ｍ ｇ
　 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス             　 　 　 ５ ０   ｍ ｇ
　 上 記 組 成 の 粉 体 ９ ５ ７ ｇ を 湿 式 で 攪 拌 造 粒 し 、 流 動 層 乾 燥 機 で 乾 燥 し た 。 ２ ４ メ ッ シ ュ
の 篩 で 分 級 し 、 篩 残 は 粗 砕 し た 。 こ れ に ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ２ ｇ を 添 加 し て 混 合 し
、 打 錠 用 顆 粒 を 得 た 。 こ の 打 錠 用 顆 粒 を 打 錠 機 で 打 錠 し 、 １ 錠 重 量 ２ ０ ０ ｍ ｇ の 錠 剤 を 得
た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 ２
　 ユ ビ キ ノ ン                                 　 　 ３ ０ 　 ｍ ｇ              
　 タ ウ リ ン                            　  　 　 １ ５ ０ ０ 　 ｍ ｇ              
  ロ ー ヤ ル ゼ リ ー                         　 　 　 ２ ０ ０   ｍ ｇ              
　 紅 参 　 　     　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ２   ｍ ｇ （ ６ ０ ０ ｍ ｇ ）
  黄 耆 　       　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ６ 　 ｍ Ｌ （ ６ ０ ０ ｍ ｇ ）
  何 首 烏     　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０   ｍ ｇ （ ６ ０ ０ ｍ ｇ ）
  ビ タ ミ ン Ｂ １                               　 　 　 ５   ｍ ｇ              
  ビ タ ミ ン Ｂ ２                             　 　 ２ ． ５   ｍ ｇ          
  ビ タ ミ ン Ｂ ６                            　    　 　 ５ 　 ｍ ｇ              
  ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド                         　 　 　 ２ ０   ｍ ｇ              
  イ ノ シ ト ー ル                           　 　 　 １ ０ ０   ｍ ｇ              
  カ フ ェ イ ン                               　 　 　 ４ ０   ｍ ｇ              
　 リ ン ゴ 酸 ナ ト リ ウ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ０ 　 ｍ ｇ
　 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 ｍ ｇ
　 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 ６ ０ 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 ｍ ｇ
　 シ ョ 糖 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 ｇ
　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 適 量 （ ｐ Ｈ ４ ． ５ ）
　 上 記 成 分 を 精 製 水 に 溶 解 さ せ 、 加 熱 滅 菌 し 、 全 量 ５ ０ ｍ Ｌ の 内 服 液 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 ３
  ユ ビ キ ノ ン                             　 　 　 　 ３ ０ 　 ｍ ｇ             　
  ム イ ラ プ ア マ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 ｍ ｇ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
  紅 参 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ０   ｍ ｇ （ １ ２ ０ ０ ｍ ｇ ）
  地 黄 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ０ 　 ｍ ｇ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
  枸 杞 子 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ３ 　 ｍ ｇ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
  当 帰 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ５ ｍ ｇ （ 　 ５ ０ ｍ ｇ ）
  黄 耆 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ３   ｍ Ｌ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
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  黄 精 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ３ 　 ｍ Ｌ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
  甘 草 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ７ ． ５ 　 ｍ ｇ （ １ ５ ０ ｍ ｇ ）
  鹿 茸             　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ０ ８ ｍ Ｌ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
　 淫 羊 カ ク 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ０   ｍ ｇ （ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ ）
  反 鼻 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ２ ５ ｍ Ｌ （ ２ ５ ０ ｍ ｇ ）
  桂 皮 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ５ ｍ Ｌ （ １ ５ ０ ｍ ｇ ）
  茯 苓 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ． ６   ｍ ｇ （ ３ ０ ０ ｍ ｇ ）
　 タ ウ リ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ０ ０ 　 ｍ ｇ
　 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 　 ｍ ｇ
　 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ５ 　 ｍ ｇ
　 ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 ｍ ｇ
　 カ フ ェ イ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 ｍ ｇ
　 シ ョ 糖 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ 　 　 ｇ
　 キ シ リ ト ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ． ５ 　 　 ｇ
　 リ ン ゴ 酸 ナ ト リ ウ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ０ 　 ｍ ｇ
　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 適 量 （ ｐ Ｈ ４ ． ５ ）
　 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 ６ ０ 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 ｍ ｇ
　 安 息 香 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 　 ｍ ｇ
　 上 記 成 分 を 精 製 水 に 溶 解 さ せ 、 加 熱 滅 菌 し 、 全 量 ５ ０ ｍ Ｌ の 内 服 液 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 ４
　 人 参 １ 、 桂 皮 １ 、 黄 耆 １ 、 熟 地 黄 １ 、 芍 薬 １ 、 川 き ゅ う （ せ ん き ゅ う ） １ 、 白 朮 １ 、 当
帰 １ 、 茯 苓 １ 、 甘 草 ０ ． ５ の 質 量 組 成 を 有 す る 生 薬 を 常 法 に よ り 水 で 加 熱 抽 出 し 、 濃 縮 し
て 得 ら れ た エ キ ス １ ５ ０ ０ ｍ ｇ 、 紅 参 エ キ ス １ １ ０ ｍ ｇ （ 原 生 薬 換 算 量 ： １ ５ ０ ０ ｍ ｇ ）
、 ユ ビ キ ノ ン ５ ０ ｍ ｇ 、 乳 糖 ５ ０ ０ ｍ ｇ 、 ト ウ モ ロ コ シ デ ン プ ン ２ ４ ５ ｍ ｇ 、 メ タ ケ イ 酸
ア ル ミ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ３ ７ ． ５ ｍ ｇ 、 軽 質 無 水 ケ イ 酸 ３ ７ ． ５ ｍ ｇ 、 低 置 換 度 ヒ ド ロ キ
シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ６ ０ ｍ ｇ 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ６ ０ ｍ ｇ の 組 成 の 粉 体 １
３ ０ ０ ｇ を 湿 式 で 攪 拌 造 粒 し 、 流 動 層 乾 燥 機 で 乾 燥 し た 。 ３ ０ メ ッ シ ュ の 篩 で 分 級 し 、 篩
残 は 粗 砕 し た 。 こ れ に ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ２ ０ ｇ を 添 加 し て 混 合 し 、 得 ら れ た 顆 粒
を １ ． ５ ｇ ず つ 分 包 し て 顆 粒 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 ５
　 地 黄 ２ 、 沢 瀉 １ 、 茯 苓 １ 、 牡 丹 皮 １ 、 山 茱 萸 １ 、 山 薬 １ 、 知 母 １ 、 黄 柏 ０ ． ６ ６ の 質 量
比 組 成 を 有 す る 生 薬 を 常 法 に よ り 水 で 加 熱 抽 出 し 、 濃 縮 し て 得 ら れ た エ キ ス ９ ０ ０ ｍ ｇ 、
紅 参 エ キ ス ７ ２ ｍ ｇ （ 生 薬 換 算 量 ： １ ０ ０ ０ ｍ ｇ ） 、 ユ ビ キ ノ ン ３ ０ ｍ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｅ １
０ ｍ ｇ 、 ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド ２ ０ ｍ ｇ 、 乳 糖 ５ ０ ０ ｍ ｇ 、 ト ウ モ ロ コ シ デ ン プ ン ２ ４ ５ ｍ ｇ
、 メ タ ケ イ 酸 ア ル ミ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ３ ５ ． ５ ｍ ｇ 、 軽 質 無 水 ケ イ 酸 ３ ７ ． ５ ｍ ｇ 、 低 置
換 度 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ５ ０ ｍ ｇ 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ５ ０ ｍ ｇ か
ら な る 粉 体 ９ ７ ５ ｇ を 乾 式 造 粒 し 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ２ ５ ｇ 及 び タ ル ク １ ０ ０ ｇ
を 添 加 ・ 混 合 後 、 粗 砕 し た 。 ２ ４ メ ッ シ ュ の 篩 で 分 級 し 、 篩 残 は 粗 砕 し た 。 得 ら れ た 顆 粒
を ４ ０ ０ ｍ ｇ ず つ １ 号 カ プ セ ル に 充 填 し 、 カ プ セ ル 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 試 験 例 １
　 実 験 材 料 ： ユ ビ キ ノ ン 、 紅 参 エ キ ス 、 白 参 エ キ ス
  実 験 動 物 ： Ｉ Ｃ Ｒ 系 雄 性 マ ウ ス （ ６ 週 齢 、 チ ャ ー ル ズ リ バ ー 社 か ら 購 入 ）   
  試 験 方 法 ： エ ン ド ト キ シ ン 誘 発 致 死 試 験
　 エ ン ド ト キ シ ン 誘 発 致 死 試 験 は Ｋ ． Ｓ ｕ ｇ ｉ ｎ ｏ 等 の 方 法 （ Surgery,101,746-752,1987
） に 準 じ て 行 っ た 。 マ ウ ス に （ ０ ． ２ ％ カ ル ボ キ シ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス ・ ナ ト リ ウ ム に 懸
濁 、 ０ ． １ ｍ Ｌ ／ １ ０ ｇ ） を １ 日 １ 回 ３ 日 間 連 続 で 経 口 投 与 を 行 い 、 最 終 経 口 投 与 か ら １
時 間 後 に 、 ８ ０ ％ の 致 死 量 に 相 当 す る エ ン ド ト キ シ ン （ ３ ０ ． ３ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ ； 生 理 食 塩 水
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に 溶 解 ） を 腹 腔 内 投 与 し た 。 エ ン ド ト キ シ ン 投 与 時 か ら 、 マ ウ ス が エ ン ド ト キ シ ン シ ョ ッ
ク に よ り 死 に 至 る ま で の 時 間 を 、 エ ン ド ト キ シ ン 投 与 か ら ３ ６ 時 間 後 ま で 、 経 時 的 に 測 定
し 、 薬 物 の 有 効 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 各 群 の 平 均 生 存 時 間 の 算 出 に お い て 、 ３ ６ 時 間 後 に 生 存 し て い る マ ウ ス の 生 存 時
間 は ３ ６ 時 間 と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 験 結 果 （ ユ ビ キ ノ ン と 紅 参 又 は 白 参 と の 併 用 効 果 ）
　 対 照 群 の 生 存 率 は ２ ０ ． ０ ％ で 、 そ の 平 均 生 存 時 間 は ２ ９ ． ３ ± １ ． １ 時 間 で あ っ た 。
ユ ビ キ ノ ン ６ ． ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 、 紅 参 エ キ ス ２ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 及 び 白 参 エ キ ス ２ ５ ０ ｍ ｇ ／
ｋ ｇ の 単 独 で の 平 均 生 存 時 間 は そ れ ぞ れ 、 ３ ０ ． １ ± １ ． ０ 、 ３ ０ ． ７ ± １ ． ０ 及 び ３ ０
． ８ ± １ ． １ 時 間 で あ っ た 。 紅 参 エ キ ス ２ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ と ユ ビ キ ノ ン ６ ． ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ
と の 併 用 投 与 に お け る 平 均 生 存 時 間 は ３ ３ ． ８ ± ０ ． ７ 時 間 に 延 長 し 、 ユ ビ キ ノ ン 単 独 投
与 群 、 紅 参 エ キ ス 単 独 投 与 群 、 白 参 エ キ ス ＋ ユ ビ キ ノ ン 併 用 投 与 群 に 比 較 し 、 有 意 な 生 存
時 間 延 長 作 用 が 認 め ら れ た 白 参 エ キ ス ２ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ ＋ ユ ビ キ ノ ン ６ ． ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 併
用 時 に お い て 、 そ の 平 均 生 存 時 間 は ３ １ ． ４ ± １ ． ０ 時 間 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 ユ ビ キ ノ ン の 滋 養 強 壮 作 用 を 増 強 す る 働 き は 、 紅 参 の 方 が 白 参 よ り も
大 き い こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 試 験 例 ２
　 実 験 材 料 ： ユ ビ キ ノ ン 、 紅 参 エ キ ス 、 白 参 エ キ ス 、 地 黄 エ キ ス
  実 験 動 物 ： Ｓ Ｄ 系 雄 性 ラ ッ ト （ ８ 週 齢 、 チ ャ ー ル ズ リ バ ー 社 か ら 購 入 ）   
  試 験 方 法 ： 抗 疲 労 試 験
　 抗 疲 労 試 験 の 評 価 は 、 強 制 歩 行 後 の 自 発 運 動 量 を 指 標 に し て 行 っ た 。 す な わ ち 、 検 体 を
３ 日 間 連 日 経 口 投 与 し 、 最 終 投 与 ２ 時 間 後 に 、 強 制 歩 行 装 置 （ 長 沢 理 科 学 機 器 製 ） を 用 い
て 、 ラ ッ ト を ３ ． ０ ｍ ／ 分 の 速 度 で ２ ２ 時 間 強 制 歩 行 （ １ ６ ： ０ ０ ～ 翌 日 １ ４ ： ０ ０ ） さ
せ た 。 歩 行 終 了 ５ 時 間 後 か ら １ ２ 時 間 の 自 発 行 動 量 （ ス ー パ ー メ ッ ク ス ； 室 町 機 械 社 製 ）
を 測 定 し 、 薬 物 の 有 効 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 験 結 果 （ ユ ビ キ ノ ン と 紅 参 、 白 参 又 は 地 黄 と の 併 用 効 果 ）
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　 正 常 （ 非 歩 行 ） 群 の 夜 間 （ １ ９ ： ０ ０ ～ 翌 日 ７ ： ０ ０ ） の 行 動 量 は ５ ０ ７ ４ ８ ± １ ３ ３
３ ｃ ｏ ｕ ｎ ｔ ／ １ ２ 時 間 で あ り 、 歩 行 負 荷 す る こ と に よ り 対 照 （ 歩 行 負 荷 ） 群 の 行 動 量 は
１ ８ ９ ７ ２ ± ２ ２ １ ９ ｃ ｏ ｕ ｎ ｔ ／ １ ２ 時 間 に 有 意 に 減 少 し た 。 ユ ビ キ ノ ン ３ ０ ０ ｍ ｇ ／
ｋ ｇ 及 び 紅 参 エ キ ス ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ の 単 独 投 与 群 は 歩 行 負 荷 に よ る 行 動 量 の 減 少 を 有 意
に 抑 制 し 、 白 参 エ キ ス ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 及 び 地 黄 エ キ ス ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ の 単 独 投 与 群 で
は 行 動 量 を 抑 制 す る 傾 向 が 観 察 さ れ た 。 こ れ に 対 し て 、 ユ ビ キ ノ ン ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ と 紅
参 エ キ ス ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ を 併 用 投 与 す る と 、 そ れ ら 単 独 投 与 に 比 較 し て 行 動 量 の 低 下 を
有 意 に 抑 制 し た 。 一 方 、 ユ ビ キ ノ ン を 白 参 エ キ ス 及 び 地 黄 エ キ ス と 併 用 投 与 し て も 、 ユ ビ
キ ノ ン の 行 動 量 低 下 抑 制 作 用 の 増 強 は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 肉 体 疲 労 ・ 精 神 疲 労 に 有 効 か つ 安 全 な 医 薬 品 ・ 医 薬 部 外 品 ・ 食 品 へ の 応 用 が
見 込 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 各 投 与 群 の 強 制 歩 行 後 の 行 動 量 低 下 抑 制 作 用 を 示 す グ ラ フ で あ る （ 試 験 例 ２ ） 。
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